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は
じ
め
に 

本
県
の
養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
生
産
量
は
約
二
千

百
ト
ン(

平
成
二
十
四
年)
と
、
全
国
の
五
十
二
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
全
国
一
位
の
生
産
量
を
誇
っ

て
い
ま
す(

図
１)

。
こ
れ
ま
で
総
合
水
産
試
験
場

で
は
、
養
成
親
魚
か
ら
の
採
卵
技
術
を
確
立(

平
成

七
年)

し
、
県
内
種
苗
生
産
機
関
へ
の
技
術
普
及
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
完
全
養
殖
に
よ
る
養
殖
ト
ラ

フ
グ
の
安
定
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
種
苗
生
産
や
養
殖
業
者
の
方
々
の
生
産
意
欲

と
生
産
技
術
の
向
上
等
に
よ
り
、
全
国
シ
ェ
ア
は

平
成
十
年
に
熊
本
県
を
抜
い
て
全
国
一
位
と
な

り
、
現
在
も
そ
の
位
置
を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
さ

ら
な
る
技
術
開
発
と
し
て
、
既
存
の
養
殖
魚
と
質

的
な
差
別
化
が
図
ら
れ
、
価
格
競
争
に
お
い
て
も

優
位
に
立
て
る
品
種
を
作
出
す
る
た
め
、
育
種
技

術
に
よ
る
優
良
な
種
苗
の
生
産
技
術
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 
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現
在
は
優
良
な
養
殖
魚
の
特
長
と
し
て
、
白
子

早
熟
形
質(

出
荷
時
期
の
十
一
月
に
精
巣
が
大
き

く
張
る
も
の)

と
高
成
長
形
質(

成
長
が
速
い
も

の)

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
試
験
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
優
良
オ
ス
親
魚
を
用
い
た
種
苗
生
産
と
養
殖

試
験
の
流
れ
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
優
良
な
オ
ス

親
魚(

白
子
早
熟
・
高
成
長)

と
比
較
対
照
と
し
て

の
天
然
魚
は
種
苗
生
産
業
者
の
協
力
を
得
て
入
手

し
、
メ
ス
親
魚
か
ら
得
ら
れ
た
卵
を
三
等
分
し
て
、

各
々
の
オ
ス
親
魚
か
ら
の
精
液
と
人
工
授
精
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
別
々
に
種
苗
生
産
を
行
い
、

稚
魚
が
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
成
長
し
た
段
階

で
個
体
識
別
タ
グ
を
埋
め
込
み
、
三
種
類
の
稚
魚

を
同
一
条
件
で
出
荷
サ
イ
ズ
に
な
る
ま
で
養
殖
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 図２ 優良オス親魚を用いた種苗生産と養殖試験の流れ 

図１ ふぐ類養殖生産量の推移（全国） 

※農水省「漁業・養殖業生産統計年報」より 
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出
荷
サ
イ
ズ
で
の
精
巣
重
量
の
比
較 

三
種
類
の
オ
ス
親
魚(

白
子
早
熟
・
高
成
長
・

天
然
由
来)
か
ら
生
産
し
た
稚
魚(

メ
ス
親
魚
は
同

じ)

の
一
年
半
後
の
精
巣
重
量
を
図
３
に
示
し
ま

す
。
白
子
早
熟
由
来
の
精
巣
重
量
は
平
均
百
四
十

八
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
成
長
由
来
で
は

平
均
六
十
一
グ
ラ
ム
、
天
然
魚
由
来
で
は
平
均
九

十
二
グ
ラ
ム
で
し
た
。
図
３
の
写
真
は
各
八
個
体

の
精
巣
を
並
べ
た
も
の
で
す
が
、
明
ら
か
に
白
子

早
熟
由
来
の
出
荷
魚
は
精
巣(

白
子)

が
大
き
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
各
親
魚
由
来
別
の
精
巣
重
量
の
ヒ
ス
ト

グ
ラ
ム
を
図
４
に
示
し
ま
す
。
種
苗
生
産
や
養
殖

業
者
、
加
工
業
者
か
ら
の
情
報
で
は
、
商
品
価
値

が
あ
る
白
子
の
大
き
さ
は
七
十
グ
ラ
ム
以
上
と
の

こ
と
で
す
が
、
図
４
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
商
品

価
値
の
あ
る
白
子
を
持
つ
出
荷
魚
は
、
白
子
早
熟

由
来
で
は
オ
ス
個
体
の
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、
高
成
長
由
来
で
は
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
、
天
然
由
来
で
は
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。
今
回
の
調
査
は
十
一
月
下
旬
で
し
た
が
、

白
子
早
熟
由
来
の
出
荷
魚
で
は
、
そ
の
時
期
に
百

六
十
グ
ラ
ム
以
上
の
大
型
の
白
子
を
持
つ
個
体
も

多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
白
子
の
販
売
価
格
は

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
一
万
五
千
円
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
白
子
が
品
薄
な
出
荷
時
期
の
早
期
に

白
子
が
大
き
く
張
る
付
加
価
値
の
高
い
養
殖
ト
ラ

フ
グ
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
収
益
性
も
向

上
し
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

今
回
、
優
良
な
形
質(

白
子
早
熟)

を
有
す
る
親

魚
の
精
液
を
使
用
す
る
と
、
そ
の
子
供(

稚
魚)

に

も
優
良
な
形
質
が
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
白
子
早

熟
形
質
は
遺
伝
形
質
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
再
現
性
の
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
優
良
形
質
を
有
す
る
親
魚
の
選
抜
に
取
り

組
み
、
そ
の
優
良
な
精
子
を
保
存
し
て
精
子
バ
ン

ク
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

図４ 各親魚由来別の精巣（白子）重量のヒストグラム 

図３ 各親魚由来別の養殖トラフグ出荷魚の精巣（白子）重量 



 

 

近
い
将
来
、
生
産
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
精

液
を
総
合
水
産
試
験
場
の
精
子
バ
ン
ク
か
ら
種
苗

生
産
業
者
へ
供
給
し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
優
良

な
種
苗
が
県
内
の
養
殖
業
者
へ
供
給
さ
れ
る
こ
と

で
、
高
付
加
価
値
な
養
殖
ト
ラ
フ
グ
を
計
画
的
に

安
定
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
、
競
争
力
の
あ
る
養
殖
ト
ラ
フ

グ
の
生
産
を
目
指
し
、
本
研
究
が
養
殖
関
係
の
皆

様
の
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る

技
術
開
発
と
供
給
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

(

担
当 

中
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